
 

貸借対照表 

令和 6 年 ９月 30 日 

 

StoneX 証券株式会社           

                                              

              （単位：千円） 

 

資産の部 負債の部 

科  目 金 額 科  目 金 額 

 流動資産 5,390,474    流動負債 4,388,558   

  現金・預金 1,429,645    未払金 445,608   

  顧客分別金信託 110,000    未払費用 43,806   

  顧客区分管理信託 3,280,652    預り保証金 3,775,188   

  営業未収入金 32,077    預り金 1,336   

  未収還付法人税等 13,957    受入保証金 54,258   

  未収還付消費税等 23,764    受取差金勘定 60,519   

  前払費用 7,449    賞与引当金 7,841   

  支払差金勘定 492,925    固定負債 6,500   

 固定資産 52,127    資産除去債務 6,500   

  有形固定資産 13,152     負債の部合計 4,395,058   

    建物 2,744   純資産の部 

    器具備品 10,408    株主資本 1,047,542   

  無形固定資産 88     資本金 685,000   

    電話加入権 88     資本剰余金 171,759   

  投資その他の資産 38,886      資本準備金 171,759   

    長期前払費用 400     利益剰余金 190,783   

    繰延税金資産 15,090      その他利益剰余金 190,783   

    敷金 20,083       繰越利益剰余金 190,783   

    長期差入保証金 3,312     純資産の部合計 1,047,542   

  資産の部合計 5,442,601     負債及び純資産合計 5,442,601   

  



損益計算書 

自 令和 5 年１0 月１日 

至 令和 6 年 ９月 30 日 

StoneX 証券株式会社  

               

             （単位：千円） 

          

科  目 金  額 

 営業収益             

  受入手数料  601,592      

  トレーディング損益  38,779      

  営業収益合計      640,371   

 営業費用           

  販売費及び一般管理費      565,450   

   営業利益      74,921   

 営業外収益          

  受取利息  152      

  雑収益  22      

  営業外収益合計      174   

 営業外費用          

  為替差損  11,195      

  営業外費用合計      11,195   

   経常利益      63,900   

   税引前当期純利益      63,900   

   法人税、住民税及び事業税  9,368       

   法人税等調整額  7,268   16,637   

    当期純利益       47,263   

 

 

 

 

 

 

 



 

個別注記表 

 

この計算書類は、「会社計算規則（平成 18 年２月７日法務省令第 13 号）」及び「金融商品取引業等に関

する内閣府令」（平成 19年８月６日内閣府令第 52号）に準拠して作成しております。 

 

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

 （１）固定資産の減価償却の方法 

   ① 有形固定資産 

定率法を採用しております。 

なお、耐用年数は次のとおりであります。 

建物  ８～18 年 

     器具備品    ３～15 年 

   ② ソフトウェア 

定額法を採用しております。 

なお、耐用年数は５年であります。  

 

（２）引当金の計上基準 

  ① 貸倒引当金 

顧客への立替金については、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

   ② 賞与引当金 

従業員に対する賞与の支払に備えるため、支払見込額を計上しております。 

 

（３）収益及び費用の計上基準 

約束した財またはサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財またはサービスと交換に受け

取ると見込まれる金額で収益を認識しております。 

 

 （４）その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

     ① 外貨建ての資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処

理しております。 

 

 

 

 

 


